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研究成果概要 

2023年度の本研究において以下の成果が得られた。 

Gd 導入後のフェーズ(SK-6)に対応するように開発し、物理学的研究に使えるようレベ

ルに仕上げた。この開発においては種々の較正データおよび標準サンプルを用いてシミ

ュレーターが十分な精度を持ってデータを再現するように行われた。 

特に Gd 導入後の中性子のシミュレーションは大きな課題であったが実用レベルのシミ

ュレーターを構築することができた。 

また、地磁気補償コイルの状況が変わったことにより、新たなシミュレーションの開発

が必要となった。その研究も並行して進めまれた。 

もう一つは Geant-4 ベースのシミュレーター(SKG4)を同様に実用可能なレベルに構築

したことである。SKDETSIM と同様の手順をふみつつ、十分な精度をもったシミュレ

ーターが構築された。 

この二つのシミュレーターを用いた物理学的研究が開始され、詳細なデータとの比較な

どは国内学会および国際学会にて報告された。 
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